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　　２１日（水）

　　自己負担金　３００円

　　　７日（金）

　　自己負担金　５００円

　　２８日（水）

　　自己負担金　３００円

１６日（金）

自己負担金　３００円

11月 11月 12月 12月 

　　３０日（金）

　　自己負担金　５００円

　　　５日（水）

自己負担金　5００円

　　１４日（金）

自己負担金　３００円

　　１２日（水）

自己負担金　２００円

　

11
月
９
日
か
ら
15
日
ま
で
の
１
週
間
、
秋
の
火
災
予
防

運
動
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
運
動
は
、
火
災
が
発
生
し
や
す
い
季
節
を
迎
え
る

に
あ
た
り
、
住
民
の
み
な
さ
ん
に
、
防
火
防
災
に
関
す
る

正
し
い
知
識
と
防
災
行
動
力
を
高
め
て
い
た
だ
く
こ
と
に

よ
り
、
火
災
の
発
生
・
拡
大
を
防
止
し
、
尊
い
生
命
と
貴

重
な
財
産
を
守
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

火
災
予
防
運
動
期
間
中
、
一
人
暮
ら
し
高
齢
者
宅
防
火

診
断
や
立
入
検
査
、
消
防
演
習
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
行
事
が

行
わ
れ
ま
す
。
こ
の
機
会
に
防
火
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま

せ
ん
か
？

▼
統
一
標
語

　
「 

火
は
見
て
い
る　

あ
な
た
が
離
れ
る　

そ
の
時
を
」

U
RL
:http

://w
w
w
.kasuyananb

u-shob
o.jp
/

み
ん
な
を
守
る
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● 申込資格
● 開催日時

● 場　　所
● 定　　員
● 申込み・問合せ先
役場福祉課 ☎ 932-1151（内線 126）

　須恵町では２学期制の良さを活かして、小学校
と中学校が連携した教育活動を展開しています。
その一環として、子どもたちの表現力を高めるこ
とを目的に、「平成 19 年度 第２回 須恵町子ども
文化発表会」を開催します。
　子どもたちの学習成果や成長の姿を町民のみな
さんにご覧いただき、子どもたちの健やかな成長
と学校教育のさらなる充実発展のため、みなさん
のご理解とご協力をお願いします。
　多数のご来場をお待ちしています。
●日　時　12 月 11 日（火）13：30 ～ 15：30
●場　所　アザレアホール須恵
●主　催　須恵町立各小中学校・須恵町教育委員会

●内　容
・オープニング　第三小太鼓演奏

・音楽発表の部　第一小、第三小、須恵中（吹奏楽）

・英語発表の部　須恵中、東中代表者のスピーチ

・意見発表の部　各学校代表者の弁論

・学習発表の部　第二小、東中の総合的な学習

・作品展示の部　各学校から書写および絵画

小学生による音楽発表（昨年）

３
つ
の
習
慣

・
寝
た
ば
こ
は
、
絶
対
や
め
る
。

・
ス
ト
ー
ブ
は
、
燃
え
や
す
い
も
の
か
ら
離
れ
た
位
置
で

　

使
用
す
る
。

・
ガ
ス
こ
ん
ろ
な
ど
の
そ
ば
を
離
れ
る
時
は
、
必
ず
火
を

　

消
す
。

４
つ
の
対
策

・
逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
た
め
に
、
住
宅
用
火
災
警
報
器
な
ど

　

を
設
置
す
る
。

・
寝
具
や
衣
類
か
ら
の
火
災
を
防
ぐ
た
め
に
、
防
炎
製
品

　

を
使
用
す
る
。

・
火
災
を
小
さ
い
う
ち
に
消
す
た
め
に
、
住
宅
用
消
火
器

　

な
ど
を
設
置
す
る
。

・
お
年
寄
り
や
身
体
の
不
自
由
な
人
を
守
る
た
め
に
、
隣

　

近
所
の
協
力
体
制
を
つ
く
る
。

※　

火
災
予
防
運
動
期
間
中
、
町
内
全
域
に
わ
た
り
消
防

　

署
・
消
防
団
で
は
、
防
火
を
呼
び
か
け
る
巡
回
広
報
を

　

行
い
ま
す
。
ま
た
、
午
前
７
時
と
午
後
９
時
に
サ
イ
レ

　

ン
を
１
回
鳴
ら
し
ま
す
。

　
　

み
な
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い

　

し
ま
す
。

▼
実
施
機
関　

粕
屋
南
部
消
防
本
部
・
南
部
消
防
署
・
中

　

部
消
防
署
・
消
防
団
・
粕
屋
南
部
地
域
防
災
協
会

▼
重
点
目
標　

住
宅
火
災
に
よ
る
高
齢
者
な
ど
の
死
者
の

　

大
幅
な
低
減
を
目
的
と
し
た
「
住
宅
防
火
対
策
」
や
、

　

増
加
傾
向
に
あ
る
放
火
火
災
を
減
少
さ
せ
る
た
め
の「
放

　

火
火
災
予
防
対
策
」
な
ど
を
運
動
の
重
点
目
標
に
掲
げ

　

て
い
ま
す
。

　肝臓がんの約９割は肝炎ウイルスが原因で、肝炎ウイルスを早期に発見し、治療することで肝臓がん
を予防できます。福岡県は、肝臓がんによる死亡率が全国第２位（平成 17 年度）となっています。こ
れを機会に検査を受けましょう。

●期　間　平成 19年 10月 15日～

●対象者　福岡県内在住（福岡市、北九州市、大牟田
　市を除く）の 30 ～ 70 歳のハイリスク者で過去に
　肝炎ウイルス検査を受けたことがない人。

●ハイリスク者とは
・1992 年（平成４年）以前に輸血を受けたことがある人
・長期に血液透析を受けている人
・非加熱凝固因子製剤や 1994 年（平成６年）以前に
　フィブリノゲン製剤（フィブリン糊としての使用を
　含む）の投与を受けたことがある人
・臓器移植を受けたことがある人
・過去に肝機能異常を指摘されたことがある人
　（ＧＯＴ・ＧＰＴ値が要指導判定）

●須恵町で受診できる医療機関
・市　來　医　院　　☎ 935 - 0165
・正信会水戸病院　　☎ 935 - 3755
・原　田　医　院　　☎ 933 - 5521
・須恵外科胃腸科医院　☎ 936 - 2355
※なお、30 ～ 70 歳のハイリスク者で、過去に肝炎
　ウイルス検査を受けたことがない人以外は、11月
　１日から粕屋保健福祉環境事務所で無料相談・検査
　をすることができます。
●問合せ先
・福岡県庁福岡健康対策課
　☎ 643 - 3268
・粕屋保健福祉環境事務所
　☎ 939 - 1534


